
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は「漢字でできる脳トレ」ついてお話しします。 

近頃はスマホやパソコンが漢字に変換してくれるので、漢字を手書きする機会がめっきり少なくなりました。とは

いえ、漢字は読みも大切です。そもそも読み方が分からなければ、変換させたい

語句を入力できません。訓読みだけでなく、ぜひ音読みも覚えてください。音読

みは訓読みと比べると覚えにくいのは確かですが、熟語で覚えると意外に難しく

ありません。漢字練習用のテキストには、音読みがカタカナで書かれているうえ、

その音読みを含む熟語が必ず複数例紹介されています。初見の熟語や意味のあや

ふやな熟語は、ぜひ辞書で引いて意味を確認しておきましょう。これを続けると、

音読みと訓読みを区別できるようになります。 

さらにそれらの熟語を使って短文を作ってみるとよいでしょう。もし「この使い方でいいのか？」と疑問に思った

ときは、ぜひ教室に持ってきて見せてください（普段国語を受講していない生徒さんの作品もお待ちしています！）。 

これをある程度続けて、覚えたものが増えると、同じ、または似た音読みの漢字のうち、同じ部品が含まれる漢字

(例：観・勧・歓→カン／構・講・購→コウ)がいくつかあることに気付くでしょう。さらに、書かれたものを見なが

らでなく、覚えたものを頭の中で思い返して同じ部品を探すことができるようになると、脳内ネットワークが強化さ

れた、と言えるでしょう。 

ではその同じ部品以外の部分は？（まさにその漢字の部首＝意味をあらわす部分です）と注目ができるようになる

と、それはいくつかの別々のものから共通点を探し、個々のものについて相違点すなわち特徴を浮き彫りにするとい

う、考えるという行動の一翼を担う能力となります。 

その中で、上記のことは全ての漢字に当てはまるわけではないことにも気付くでしょう。すると、それら当てはま

らないものをどう扱うか、という悩みが生じます。 

当塾では、小学４年生以上の国語の授業の中で、必ず漢字の成り立ちについて触れてもらい、その中で成り立ち方

のうちの重要な４つ（象形・指事・会意・形声）を詳しく説明しています。分類したそれぞれまとまりに名前がある

ことと、４つそれぞれの特徴、特に形声文字と会意文字の相違点を確認することを目的にしています。上記の例はも

ちろん形声文字についての例ですが、小学４年生以降で習う漢字から、形声文字の割合が増えていき。小学６年生ご

ろになると、習った漢字の数も上記の「部品探し」を楽しむのにそろそろじゅうぶんとなります。 

漢字の９０％を形声文字が占めると言われています。形声文字か否かに着目した漢字の学習を積むと、練習読書な

どで未習の漢字を含む熟語が現れても、読み方や意味の見当がある程度つくようになります。 

漢字が日本に初めて伝わってきた時点ですでに、当時世界に名だたる先進国だった中国の叡智の系譜が千年以上分

含まれていました。今日、漢字の存在が日本語だけでなく、日本人の知の形成や日常生活に大きくかかわっているこ

とは、もはや言うまでもありません。スマホの入力のためだけでなく、観察眼、分析力、さらに洞察力や想像力を養

うために、形声文字トレーニングに励みましょう。 

（安達） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「雑感」はお休みにします。ご了承ください。 

２０２６年５月号

【教室からのお知らせ】 

① 授業日時変更のご希望がありましたら、ご遠慮なくお申し出ください。 

   調整に時間を要する場合もございますので、事情が発生しましたらお早めのお知らせをお願いいたします。 

② 定期試験対策では、通常授業の受講科目にかかわらず全教科対応できます。 

   提出物ワークの持ち込みも OK、対策プリントの提供も承ります。 


